
 
 

 

概要・定義  
 

 乳幼児期の肺や稀には壁側胸膜に発生する胎児性悪性腫瘍。  

 

症状  
 

 呼吸困難、発熱、咳嗽、胸痛、胸部違和感、食欲不振など。胸部単純

写での異常陰影により、偶然見つかることもある。  

 

治療  
 

 外科的完全切除が最も推奨される治療法である。しかし、不完全切除

例や転移が認められる場合には放射線や化学療法などの追加治療が必要

になる。 

 化学療法に関して決まったプロトコールは存在しないが、vincristine + 

actinomycin D + ifosfamide + doxorubicin や IVADo 療法 (ifosfamide 
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+ doxorubicin + vincristine + actinomycin D)の有効性が報告されてい

る。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/1_5_66.html 

 


